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抄録　新しい総合臨床医学講座が発足して約 2 年が経過し，その実績についてまとめた．総受診
者数は 2008 年が 3411 人，2009 年が 3909 人であった．ワクチン接種者数は 2008 年が 1340 人，
2009 年は 213 人であった．
　2009 年の初診患者は，43％がインフルエンザ・感冒様疾患であったが，心筋梗塞や各種悪性疾
患などの重篤な疾患もあった．いわゆる common disease などの中から，専門性の高いこれらの
重篤な疾患を鑑別する能力は開業医に限らず大変重要な診察技術であり，当学園生やレジデントに
も是非会得してもらいたい．



















敷駅前診療所は平成 11 年 3 月 31 日で閉所とな
り，総合臨床医学講座自体も江崎宏典先生の御













































の受診者数はのべ人数で 3411 人，2009 年１月





月～ 12 月の患者数は 2071 人（初診 1471 人，
再診 600 人），2009 年１月～12 月は 3696 人（初
診 2622 人，再診 1074 人）であった（図２）．
同じ４月～12 月の人数を比較すると，2008 年
の 2071 人に比し 2009 年は 2878 人と増加して







　2009 年の初診患者 2622 人で検討すると，男
















内科 44 人，耳鼻咽喉科 42 人，呼吸器内科 36
人，皮膚科 33 人，心療科 29 人，整形外科 29 人，























104 人（4.0％），心療科疾患 72 人（2.7％），泌














腎臓 ･リウマチ内科 腎不全，ネフローゼ症候群，リウマチ性多発筋痛症 関節リウマチ疑い



























月，３月は例年通り A 型・B 型が約半分づつ，












　2008 年４月～12 月の総接種者数は 1340 人，
2009 年１月～12 月は 213 人であった（図７）．
2008 年度（2008 年 11 月～2009 年２月）のイ
ンフルエンザワクチン接種は，患者の全てと
学生ほかの学園関係者の一部を総合診療科で
行い，患者 569 人，学園関係者 665 人の合計
1234 人に対し接種を行った．














A 型：迅速インフルエンザ抗原検査で A 型インフルエンザと診断した患者
B 型：迅速インフルエンザ抗原検査で B 型インフルエンザと診断した患者
偽陰性：迅速インフルエンザ抗原検査で陰性であったが，臨床的にインフルエンザと診断した患者
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は，2008 年が 15.4 人，2009 年が 13.4 人，１日
の平均患者数では 2008 年が 9.96 人，2009 年が
11.8 人，１日の平均初診患者数では 2008 年が
6.63 人，2009 年が 8.98 人であった．
　これは我々が約４人で外来にあたったこと
を考えると，名古屋大学総合診療科（スタッフ
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Results of the outpatient at Kawasaki Medical Hospital 
Department of General Medicine in 2008-2009
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ABSTRACT  It has been two years since the Department of General Medicine was restarted 
under a new system. The performance of the Department during those two years is summarized 
in this paper.
   The total numbers of patients seen was 3,411 in 2008 and 3,909 in 2009.
   The numbers of people receiving vaccination was 1,340 in 2008 and 213 in 2009.
   Regarding the initial diagnosis of the patients seen in 2009, there were patients with serious 
diseases such as myocardial infarction or various malignancies, whereas 43% had influenza 
and cold-like diseases. 
   The ability to differentiate the highly serious diseases from so-called common diseases is an 
important technique of physical examination. 
   We want our medical school students and residents to acquire this ability.
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